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企画・研修担当
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番号 事業名 会計 款 項 目 説明事業

B24
総務費 企画費 企画調整費 情報政策推進費

なし 宣言項目   

分野施策 061351 ＩＣＴを活用した県民の利便性の向上

１　事業概要 ５　事業説明

２　事業主体及び負担区分

３　地方財政措置の状況

なし

４　事業費に係る人件費、組織の新設、改廃及び増員

予算額

財　　源　　内　　訳

一般財源

決定額 46,585 46,585 46,585

前年額 0 0

平成30年度予算見積調書
課室名:

担当名:

内線: (単位：千円)

スマート社会へ向けたAI実証事業費 一般会
計

事 業
期 間

平成30年度～ 根 拠
法 令

スマート社会に向けて、県民サービスの向上や業務の
効率化、産業振興を図るための実証事業等を実施する。

（１）AI活用推進事業　　　　　　　　28,701千円
（２）ヘルプデスクのAI実証事業　 　 17,884千円　 

（１）事業内容
　　ア　AI活用推進事業　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　28,701千円　　　　　　
　　イ　ヘルプデスクのAI実証事業　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 17,884千円　　　　　　 　
　　 (ｱ)　AI設計・開発　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　 (ｲ)　AIサービス運用　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　  

（２）事業計画
　　ア　平成30年度：AI、IoT等を活用する事業の企画・導入支援及びAI、データ活用に向けた事業化検討を行う。
　　　　　　　　　　AI導入の先行事例として実証事業を実施する。
　　イ　平成31年度：AIの分野横断導入等を検討する。　　
　
（３）事業効果
　　ア　庁内の様々な分野でAI・データを活用した事業化が進み、業務の効率化や県民サービスの向上、産業振興が図ら
　　　れる。
　　イ　ヘルプデスクを利用する職員の負担が軽減する。
　　　　AI導入効果を検証し、業務の効率化や県民サービス向上のためのAI導入の促進が図られる。

(県10/10)

9,500千円×1.5人＝14,250千円

前年との
対比

― 企画財政部 B24 ―
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